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【背 景お よび 日的 】生活 の 中 で消 費者 が 最 も気 に な る ニ オ イ の
一

つ

に衣類 の 生乾 き臭が あ る。こ れ ま で に こ の 生乾 き 臭の 主 原 因物 質が

4一メ チ ル ー3一ヘ キ セ ン 酸 （4M3H ） で あ る こ とが 明 らか とな っ た
1：。そ

こ で 衣 類 上 にお い て4M3H 発 生 の 原 因 とな る微 生 物 を特 定 し同定 し

た 結 果、こ れ ま で に ニ オ イ と の 関 連 が 全 く報 告 さ れ て い な い

撫 8曲 os？oensis
’
で あ る こ とが 明 らか と な っ た％ 本研 究 で は本

菌種が 衣類上 に 多 く存在す る生態学的 な 要 閃 を 明 らか に す る た め に

Mosfoensisの 生 活環 境 にお け る分 布 や環 境 ス トレ ス 耐 性 を評価 した。
【結 果 お よ び 考察】様々 な 地域 の 住 環 境 にお い てSCD ス タ ン プ培 地

を用 い た 菌の 分 離や PCR 検出 に よ り本 菌 の 有無 を確 認 した。そ の 結

果、Mosloensisは生活環境の 様々 な場所に 広 く存在 して い た。さら

に生乾 き臭発生の 有無 に関 わ らず 回収 した 様々 な衣 類 の 菌 叢を詳 細

に 解析 した結果、照 α吻 創 蕗 は 様 々 な衣類か ら検 出され、特 に タオ

ル や T シ ャ ツ などに お い て 頻度高 く、菌数 も多か っ た。次に 洗濯環

境 の 中で 微生物の ス トレ ス になる と考え られた界面活性剤、乾燥お

よび紫外線に 対する耐性 を評価 した。その 結果、本菌は 界面活性剤

に 対す る 耐性は 高 くない
一

方で 乾燥お よ び 紫外線 に 対する 耐性が 高

い こ とが 明 らか とな っ た。本 菌は洗濯後の 乾燥過 程 に お い て 一度衣

類 上 で 増 殖 した 後、こ れ らの 特 性 を有 す る た め に 衣 類 に 多 く残 存 し

生 乾 き 臭の 原 因 と な っ て い る ロ∫能性 が 示 唆 さ れ た 。 1） 竹内 ら

2010年農 芸 化 学会 要 旨集　P．149、2）芳住 ら　2011年農芸 化学会要

旨集 　 P．102
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【H的】腸管 出血性大腸菌Ol57をは じめ とす る食 中毒菌に よる 生鮮

野菜の 汚染が危惧 され，牛 産現場 で の 衛生 管理 が ます ます重要 と

な っ て い る ，水耕液 に 接種 した 大腸菌が 植物体内部へ 侵人す る か 試

験 する 過程 で ，大腸 菌の 生 残性 が極め て 悪 い こ とが 判明 した．そ の

原 因 と して ，水 耕 液 中 に常 在 す る原 生 動 物 に よ っ て 大腸 菌 が捕 食 さ

れ る とい う現象 を見 い だ した．そ こで．農業用水や水耕 液中の 原生

動物 の 分布，大 腸 菌Ol57 を含 む各種細 菌に 対す る原 生 動物の 捕 食行

動 及 び主 要 な 原生 動 物 群 につ い て 検 討 した．
【方 法 】人工 気 象案 や 温 室 内 の 水 耕 栽 培 装 置で 栽 培 した コ マ ツ ナ，レ

タス 、ホ ウ レ ン ソ ウ，シチ メ ン ソ ウ お よび ア イス プ ラ ン トの 水耕 液を

採 取 した，水 耕 液 試 料 を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

で 除 菌 し，これ に 牛

糞 由 来 の 非 病 原 性 大 腸 菌 KMI 株 や 大腸 菌 Ol57 （臨床株） サ ル モ ネ

ラ を そ れ ぞ れ接 種 し．30℃ で振 と う培 養 した．対 照 区 と して 除 菌 処

理 を し ない 水耕 液 を用 い た，水 耕 液 中 の 細 菌 数 は 選択 培 地 で測 定 し，
原生 動 物 数 を 蛍光 染 色法 によ り定量 した、
【結果 お よび 考察】上 記 各種植物栽培後の 水 耕液に接種 した大腸 菌

KMI 株，大 腸 菌Ol57，及 びサ ル モ ネラ の 菌 数 は，除菌 区 で は 7目後 も

ほ と ん ど 変化 しなか っ た が．未除 菌区で は 7日間 で lf100〜1／100，000
まで 減少 した ．農業用 水 や 水耕液 中に は 最 大IOt　 cells ／mL の 小型 鞭

毛虫が存在 し，細 菌の 捕 食に よりlos　celis〆mL まで 増殖 した．その 優

占群は管状小毛 を持 つ SLramenepilcsと推 定 され た．こ の よ うな原

生 動物 の 捕 食作用 は ，水耕液 の 外来微生 物制御 へ の 応用が 期待 され

る ．
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【背 景 と 目的】水 素資化性 メ タ ン 生 成古 細菌 （メ タ ン 菌） は嫌気 的

環境 下 におい て、二酸 化 炭素を還 元 しメタン生 産 を行 う。近 年、この メ

タン 菌が 電気化学的 にメ タン を生産する反応 （ElectromethanQgenesis）

が 新 し く報告 され た。電 気化 学 的 メ タ ン 生成で は、二 酸化炭素をメ

タ ン へ と変換す る 際、水素 ガ ス （H2） の 替 わ りに 、プ ロ ト ン （H
＋
）

と電子が 還元力 と して 用い られ る （CO2 ＋8H ＋＋8e．→CH4 ＋2H ，O ）と

されて い るが、その 反応機構 は 明 らかで は ない 。そこ で 、本研究 で

は 、印加電圧が 電極表面上 の 菌体 数 とメ タ ン 生 成に 及ぼ す影響 を解

析 し、それ ら実験結果に 基づ い た 反応 機構の 数値 モ デ ル 化を試み た、
【実 験 方法】嫌 気 条件下 ［N2 ：CO2 （80：20）：水素非 添加 ］ の 電 気化 学

的培養セ ル 内で メ タ ン Utit4ethanothermobncter　thermnutotro ρhicus

」H 株 の 電 圧 印加培 養を 行 っ た。O〜1．5　V の 異 な る電 圧 を そ れぞ れ

印加、ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よる気 相 部 の メ タ ン 濃度 の 測 定と、
蛍光 顕 微 鏡 に よる電 極 表 面 上 に 付 着 した菌 体 数 及 び フ ィ ラ メ ン ト長

の 計 測 を行った。
【結果 と考察】印加電圧 の 増大 に伴 うメ タ ン 生 成量 お よ び付着菌体

数の 増加が 観察 され た e また 、フ ィ ラ メ ン ト長の 変化か ら微生物活

性が 電 圧 印加 に 影響 を受 け て い る 事が 示唆 され た 。 さ ら に 、実験 と

同様 の 条件 を設定 した シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン モ デ ル の 計算結果か ら菌体

の 増殖速度な どに 関す る 検討 の 必要性 が示唆 され た。
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ク リ
ー

ン エ ネル ギ
ー

資源 と して メ タ ン ガ ス （≡天 然 ガ ス ）の 需 要 が

高 ま っ てお り、微 生 物 を用 い た 効 率的 な メ タ ン 生 産技術．が 注 目 され

て い る 中で、近年メ タ ン 菌が 電気化学的 に二 酸化炭素 を還元 して メ

タ ン を生産す る 反応 （CO2＋8HT＋8e．→ CH 、＋2H20 ）が初 め て 報告 さ

れ た。本研究は、こ の 電気化学的メ タ ン 生成 反応 の バ イ オメ タ ン 生

産技術 へ の 応 用を 目指 し た基礎研 究で あ る。こ れ ま で 電 気 化学 的 メ

タ ン 生 産反応 は、電気化学 的水素生 産 プ ロ セ ス （微生 物電気分解 ）
の 副産物 と して の み 報告 され て い る。そ こ で 、今 回新た にメ タ ン 生

成 に 好適 な 条件下 で 、活性 汚泥 か らの 電 気化 学 的 メ タ ン 生 成活 性 を

持 つ 微 生 物 群 の 集 積 培 養 を行 っ た。
微生 物燃 料電 池 リア ク タ

ー
を用 い て電 気 化 学 的 活性 の 高 い 微生 物群

を集 積 した 後、そ れ ら微生 物群を 電気化学 的 培養セ ル に植菌 し、嫌

気条件下 （N2：CO2≡80：20）で 電圧 を印加 し なが ら培養 し、メ タ ン 生

成 量 を測 定 した 。そ の 結 果、電圧 印加 に 依存 し た 電流 の 発生 とメ タ

ン の 生 成 が 確 認 さ れ た。ま た 電 気 化 学 的解 析 （Linear　Sweep
Voltammetry ）を行 い 、こ の メ タ ン 生 産 が微 生物 の 電 気 化 学 的 反 応

に よ る もの で ある こ と を確認 した。さ ら に培 養セ ル 中の 微 生 物 叢 を

解析 した とこ ろ 、カ ソ
ー

ドで ，ld／ethanomfcrobia 綱 の メ タ ン 菌 の 優 先

化 が確 認 され た。既往 研 究 で は漉 訪餌 o加 c 紐 宿綱 の メ タ ン菌 の 関

与 が示 唆 され て い たが、今 回 の 解 析 に よ り、電気 化 学 的 メ タ ン 生 成

活性が 多種の メ タ ン菌に保 存 され て い る こ と が 示 唆され た 。
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